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1

問 1 (1) mA − emBv.

(2) v − (−ev) = (1 + e)v.

問 2

運動量保存則より
(mA − emB)v = mAvA +mBvB.

反発係数の式より
−e =

vA − vB
(1 + e)v

.

2式より

vA =
mA − (2 + e)emB

mA +mB
v

vB =
(1 + e+ e2)mA − emB

mA +mB
v.

問 3

求める力積を I として、小球 Aに関する運動量と力積の関係より

mAv + I = mAvA

∴ I =
−(1 + e)2mB

mA +mB
mAv.

問 4

小球 A,Bの速度および反発係数が問 3と同じであるので、この衝突後の小球 Bの速度も vB となる。よっ
て vB = 0として、

(1 + e+ e2)mA − emB

mA +mB
v = 0

∴ mB =

(
1

e
+ 1 + e

)
mA.

問 5

小球 Aの力学的エネルギー保存則が最大となるのは、Aと Bの衝突後に小球 Bの運動エネルギーが 0とな
る時である。このとき、問 4の関係が成り立ち、e = 1であることを考慮すると、

mB =

(
1

1
+ 1 + 1

)
mA

∴ mB = 3mA

この式とmA +mB = M よりmB を消去すると、

mA =
1

4
M, mB =

3

4
M.

この時の Aの力学的エネルギー E は衝突前の A,Bの力学的エネルギーの和に等しいので、

E =
1

2
mAv

2 +
1

2
mBv

2

=
1

2
Mv2

1初めの高さを hとし、跳ね返った後の Aの高さを H とすると、力学的エネルギー保存則より、

mAgh =
1

2
mAv

2

1

2
Mv2 =

1

2
mAH

が成り立つ。2式より v を消去して H と hの関係を求めると、

H = 4h.

2
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0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410 https://yms.ne.jp/

メルマガ登録 LINE 登録

メルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧
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!"　十分時間が経過すると 

     

　となるので，C1 の電圧は  となる。よって，このときの電荷は 

    Q1   
!#　C1，C2 の電気容量は等しいので，電荷は等しく 

    Q2 Q1   

!$　S2 を開き，S1 を閉じた後の C1 の電荷は 

    Q3  

　なので，この後，S2 を閉じると，キルヒホッフの第二法則より，C1とC2 の電圧は等しく  と 

　なり，電荷保存則より 

    Q2  Q3  
　よって，C2 の電荷は 

    Q4  

!%&　  のとき，コイルの電圧は 0 となることに注意して，電荷保存則とキルヒホッフの 

　第二法則より C2 ，C3 の電荷はそれぞれ 

    Q5 　，Q6  

　となるので，このときのエネルギーは 

     

'　  のときの C2 のエネルギーは 

     

　であり，これと⑴が等しい。 

(　コンデンサーの電荷が最大・最小になるとき，回路に電流は流れていないので，このとき， 

　コイルのエネルギーは 0 となる。 

　このことに注意して，エネルギー保存則と電荷保存則より最大値と最小値を求める。 

)　  のとき，C3 の電荷は 0 なので， 

     

　これ以降は最初  は正になる。（→① or ⑥） 

　ここで⑶より，C3 の上側極板は常に 0 以上なので，⑥    
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